H22年度11月大阪MSW協会理事会議事録ＨＰ掲載用

平成22年度11月　理事会議事録

１．事務局

（１）会員異動報告及び連絡事項

◇入会：なし。

◇変更：専門会員5名、准専門会員6名、計11名（内藤ルミ子氏の会員区分の記載を専門へ訂正）。

◇退会：准専門会員2名、計2名。

◇連絡事項

・大阪市市民活動担当課より11月4日付けで定款変更が認証された。

・（独）医薬品医療機器総合機構 健康被害救済部より「医薬品副作用被害救済制度」について会員への

周知依頼　→　承認。B4サイズの冊子「ご存知ですか？健康被害救済制度」を次回発送物に同封する。

　　 ・「訪問看護支援事業」への支援要請の件　→　11月10日の協議会開催後に詳細の連絡がある予定。

　　　 （11月18日に協会事務所にて、大阪府担当者と笹倉理事での打ち合わせを予定。）　

・（福）NHK厚生文化事業団より、23年1月16日のNHKハートフォーラム「統合失調症を知る～

症状・治療・回復～」の周知依頼　→　従事者講習会で配布を承認。必要部数の郵送を依頼する。　

（２）定款変更について

　　　10月理事会にて議題にあがった役員任期についての定款変更の案を大阪市担当課にて相談した結果、

　　　理事の上限人数や事業年度等のことから、可能性の少なさを指摘された。選任のやり方時期についての

　　　今後の検討を、事務局だけでなくメンバー再編をしたい。
　　　→　現在は総会承認となる定款のため、総会開催日と役員の任期についての検討が必要となっている。

他のＮＰＯ法人の役員選任の状況について確認し、役員の任期・選任方法等の検討を行う。

監事、各部からの参加を要請し、人選を行う。

（３）その他

1）従事者講習会申込状況

　 226名（1日目144名、2日目143名、懇親会19名）。

　　2）事務所パソコン購入（リコージャパンからのパンフレット、見積書参照）　

作業効率を考え19インチのデスクトップパソコン、ハブの導入、ウィルス対策ソフトの再インス

トール等を含め購入を希望　→　承認。

　　3）年賀状デザイン案　→　例年通り、関係団体と今年度お世話になった方へ送付する。デザイン案は

メールにて回覧する。

　　4）その他

　　 ・大阪市福祉人材養成連絡協議会

　　　 相互補完できる研修についての案内の方法として、「ウエルふるネット」の活用を考えており、「ウエルふるネット」についての会員への周知を検討中。

　→　・協会ホームページに「ウエルふるネット」をリンクする方法をとる。

　　　・研修情報の提供は、理事会にて承認をとった上で、事務所から内容の連絡（メール、電話、ＦＡＸにて）を協議会事務局へ行う。
　　　・研修テーマは「倫理に関すること」で提出する。
第4回作業部会の開催日と参加について　→　小林事務局長の参加可能日を返答。

　　 ・事務員名刺作成　→　作成方向で検討する。三役については印刷で作成し、各部長は希望に合せる。
２．教育部（別紙参照A3＊1枚両面）

（１）第22回学習会

　　　・12月4日（土）に、第4期初任者研修　まとめの会として開催。

・2グループを優秀賞として表彰。

（２）初任者研修　

1）第4期　修了認定

　　　　・要件を満たした48名の修了を承認。

　　 2）第5期　

　　　　・一泊研修終了。

　　　　・施設見学に向けて準備中。

（３）従事者講習会

1）準備状況

　 記念講演の配布資料受領。→抄録集に掲載

　 シンポジスト岸氏より追加資料の連絡あり、当日配布する。

2）当日の運営体制

・役員および協力頂く会員の方は1日目：8時30分、2日目：9時に現地集合（受付協力部員は9時）。

・役割分担は例年通り各部でお願いする。

3）講師等＋スタッフの昼食

・ファンダースへ発注予定。

　  教育部の協力部員には昼食あり。講師の方の分は確認中　→　笹倉理事まで連絡を入れてもらう。

4）笹岡会長講演の扱い

　・日本協会公聴会を兼ねる（参加申し込み者9名、3名は大阪協会会員）。

　　両方の申し込みを出されている方へは代表理事が確認をとる。

　　受付は別途設営し、受付要員も日本協会にて準備される。

・公聴会参加者への資料は、講演資料のみ日本協会で印刷し持参してもらう。

　　→　講演資料については、日本協会にて印刷したものを事前に郵送してもらえることになる。

5）懇親会

・懇親会参加申し込み19名＋シンポジスト村崎氏。

・シンポジスト村崎氏より、懇親会のみの参加希望者の相談あり　→　了解。

　　　 ・講習会を欠席された方からのキャンセル料は徴収しない。　

３．出版広報部

（１）従事者講習会抄録について

　　　・11月17日までに事務所へ納品予定。　

　　　・全部で40ページ弱の仕上がりとなっており、350部印刷（見積り額100,100円）。

（２）その他

　　　・広報誌の山本第三病院の城所氏の記載が間違っていた。次回広報誌にてお詫びと訂正の予定。

　　　

・来年2月の福祉4団体の合同学習会について、来年の広報誌特別版に掲載するか？

　　　　→　例年通りの対応とする。今年度の当番は大阪ソーシャルワーカー協会でシンポジウムの予定であるため、テープ起こしについて豊田理事より確認する。　　

４．財務部

（１）事務員給与・雇用規則等について（別紙参照A4＊1枚）
・服務規程、就業規則等の作成検討が必要　→　事務局へ。財務部にて確認、修正を行う。

・新事務員は週5日の勤務にて、交通費は実費支給でなく、1ヶ月分支給（定期）とする。

・健康保険の加入は、小林事務局長にて加入要件を確認し、必要時期からの加入を検討する。

・時間外賃金は、就業規則を作成することとし、その他の項目も検討する。

・規則が明確になるまでは、現状の形の継続とする。

・労災の通勤経路（立ち寄り箇所も含む）を事務局にて確認する。　　

５．代表理事より（別紙参照A4＊1枚）
（１）研修事業にかかる認定社会福祉士制度への対応案

　　　12月1日より経過措置に基づいた申請受付開始となる。

　　　2012年からはポイントに基づいた申請となるため、2011年度の研修の参加分より実績を要求される可能性もある。

→　従事者講習会では、会員の意向を確認し、大阪協会としての対応を検討していくこと、会員の協力が必要であることを伝えていく。

（２）日本協会全国大会誘致

　　　日本協会へ立候補の旨を連絡。

（３）日本協会医療用語集発刊への協力

　　　・初任者研修参加者からの返答なし。

　　　・理事5病院にて持ち帰り、記載する　→　11月27日までに代表理事まで郵送。　

（４）会員からの研修情報周知依頼

　　　会員よりNPO法人対人援助・スピリチュアル研究会による「スーパーバイザー育成研修会Ａ」の案内配布依頼　→　従事者講習会での配布を承認。事務所に必要部数を郵送してもらう。
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